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鉄道沿線から見た都市再生の再考 
－神戸三ノ宮を事例として－ 
 
辻本 和也 
【修士論文概要書】 
 
1-1.研究の背景・目的 
 日本において鉄道の発展は、近代化に貢献し、現代の生活にはなくてはならないものになっ
ている。日々の生活の中でこれほどまでに多くの人の出入りを受け入れ、生活の中心を担う公
共施設が駅以外にあるだろうか。 
 近年、都市部における大型の駅は、その用途が複合化し、老朽化やモビリティマネジメント
を考えて見直され、東京駅、新宿駅、渋谷駅、名古屋駅、大阪駅、姫路駅と再整備が行われて
いる。 
神戸市では平成 27 年 9 月 3 日の神戸の未来『将来ビジョン会議』を策定し、駅前の空間の
再編が検討されている。 
都市の中で、駅に付随する機能も多様化しており、駅の空間だけでなく、駅周辺の公共空間
の整備がさまざまな都市においてこれから必要となってくる。 
  
 以上のことから、本計画では今後行われる駅前再開発事業に伴って、駅の特殊な構造が持つ
分断と高架が作り出す多層的な中心市街地の都市構造において、駅前の広場の公共空間を社会
的、建築的に分析を行った上で三ノ宮駅前を事例として駅前再開発の一つのモデルを構築する
ことを目的とする。 
 
1-2.都市のオープンスペース 
ケビィン・リンチは著書「都市のイメージ」において、いい都市の条件として「都市を構成す
るする要素がはっきりイメージしやすい」「都市構造がわかりやすい」都市であると述べてい
る。また、ゴードン・カレンも歩行者が得ることができる連続的な景観こそが都市の特色を理
解する上で重要であるとし、視覚的な体験を多く得ることの必要性を提唱している。そこで本
計画においては、対象敷地内が「都市のオープンスペースの魅力」を向上させる空間として利
活用するための新しいモデルを提案する。 
 
 周辺環境分析 
 車は、対称敷地内、長手方向 250m を時速 40km で進むとすると、わずか約 22 秒で過ぎ去
ってしまう。また、ドライバーは、前方目線を強制させられるために、周囲の景観に対して目
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を向けることができにくく、単調で、なめらかで、規則的な景観を認識しやすい。 
 それに対して歩行者は、周囲に目を向けながらゆっくりと景観を認識し、その都市の景観を
シークエンシャルに処理し、都市空間を認識している。 
 歩行者目線のまちづくりの創出は町の景観に密度を与え、自動車目線のまちづくりの創出に
は単調でわかりやすくわかりやすい景観とランドマークになるような大きな視点でのデザイ
ンがそれぞれ適している。 
 下図は対称敷地内のある一角である、一層目二層目は歩行者の目線を意識し目線を多く細か
く集めるウインドウショッピングができそうな広告、マネキンなど情報の密度の多い景観が多
く存在する。それよりも上の層は単調でわかりやすく壁、窓で構成され遠くから見えるように
店舗名などが大きく表示される。 
このことからも、都市における建築物は下層階が歩行空間に適した空間で上層階は車道のため
の空間に適していることがわかる。 
 
  
3-3：設計コンセプト 
「Lift Up City」 
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 以下の 4 つの点を踏まえて駅前の公共空間の展開をコンセプトとする。 
 —６つの駅を繋ぐ  
 —地上レベルでの自由な歩行可能域 
  —都市の中に自然のオープンスペースを作り出す 
  -地下と地上を緩やかにつなぐ 
 
  
4,まとめ 
 本計画においては三ノ宮の駅前の空間を事例として駅前の公共空間について車道高架モデ
ルを計画した。現在日本では、中心市街地は敷地面積あたり経済床を増やすため、建物を高く
積み上げ、駅前の空間は歩行者のためにペデストリアンデッキが組まれるなどの方法で、線路
の分断や踏切の分断を回避している。また、駅前の歩行者が大勢いる交差点では、大勢の人が
絶え間なく横断歩道を渡り、車の円滑な流れが分断されてしまうため渋滞を引き起こす。円滑
な道路交通の計画を図ると歩道幅員が車道に圧迫され、面的に広がった空間は車に占領されて
しまう。 
 建築においても、利便性を重視した巨大な立体駐車場を持つ商業施設や土木的な交通インフ
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ラを内包する建築は、集客だけを捉えると需要は多く存在すると言える。 
 海外の駅はそれぞれの都市が離れており、独立しているため、それを繋ぐインターアーバン
型の駅が多く、人を送り、歓迎する「終着駅」として計画されることが多い。 
 対して、日本の駅は今回の市街地エリアにおいて線路は高架化、もしくは地下化され駅舎は
高架においては最小限の駅舎が計画される。地上に線路が計画される場合においては、都市が
分断されることを避けて計画されているため、既存市街地から外れたエリアに駅が計画され、
旧市街地エリアと駅前エリアが離れている事例がいくつか見受けられた。その二つの特徴を持
ち、いろいろな都市を繋ぐ「通過駅」として計画されることが多い。 
 また、三ノ宮エリアは多くの商業空間がそれぞれに発展し、文化を作り出している「ハレ（非
日常）」のエリアであるとともに、オフィス街もあり、多くのサラリーマンを運ぶ「ケ（日常）」
の空間でもあると言える。 
 独自の文化を持ち、多様な商業エリアがそれぞれに特徴を持ってエリアを作っているため、
休日を三ノ宮で過ごす、仕事帰りに三ノ宮に立ち寄るなどの行動が見られる。 
 鉄道は 1 日に多くの人々の移動を可能とし、人々の生産的な活動を支えている。 
 駅前の空間はその多くの人々の毎日の暮らしに影響を与える重要なエリアなのではないか。
また、さらに都市空間における円滑な交通は人の移動を活発化し豊かな社会を作り出すのでは
ないだろうか。 
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